
①水産資源の適切な管理及び

秩序ある利用

資源管理体制推進事業費
・資源管理方針及び指針の策定(変更)、資源管理計画及び協定等の作成(変更)指導

漁業権切替関連事業費
・漁業法に基づく漁業権の切替（定置・区画・共同）に必要な調査等の実施

②栽培漁業の推進 拡 新たな養殖業推進事業費［地方創生推進交付金］
・本道に適した養殖の展開方向の検討と新たな養殖手法の実証

拡 日本海ニシン栽培漁業定着事業費
・後志南部、檜山地区での種苗放流体制の確立に向けた取組に対する支援

拡 秋サケ資源回復加速化事業費（ふるさと納税を活用）
・秋サケ資源の回復に向け、増殖事業団体の種苗生産体制の整備を支援

水産基盤整備事業（漁場整備）（公共）

③担い手の育成確保や女性・

高齢者の活動の促進

漁業就業促進事業費
・新規漁業就業の促進や就業者の就労安定を図る支援を実施

研修事業費
・道立漁業研修所において各種研修事業を実施

非 漁村（はま）を支える女性活動の応援
・水産物の加工や販売などに取り組む女性の活動を応援するとともに広く発信

④安定的な水産業経営の育成

⑤協同組合組織の経営の安定

漁業振興資金利子補給金
・沿岸漁業者の資金借入に対する支援

漁業近代化資金利子補給金
・漁労施設の取得など、漁業者等の経営の近代化に向けた借入に対する支援

⑥安全かつ良質な水産物の

安定的な供給

⑦水産物の競争力の強化

拡 道産水産物需要拡大事業費［地方創生推進交付金］
・漁獲が増えている魚種の需要拡大の取組を支援し、安定的な水産物市場を確保

拡 道産水産物輸出拡大推進事業費［地方創生推進交付金］
・海外でのネット販促等への支援やホタテなど道産水産物のフェア等の開催

水産業振興構造改善事業費
・水産業の持続的な生産体制構築のため、共同利用施設の整備等に対して支援

非 道産水産物営業プロジェクト
・若手職員が生産と販売の現場の橋渡し役となって販路開拓や商品PRを実施

水産基盤整備事業（漁港整備）（公共）

⑧水産資源の生育環境の保全

及び創造

⑨環境と調和した水産業の

展開

トド・オットセイ海獣類被害防止総合対策事業費
・トド等の海獣被害の軽減に向けたハンター育成等に対する支援

環境・生態系保全活動支援事業費
・ブルーカーボンに資する藻場の保全など漁業者等による活動を支援

拡 漁業系廃棄物リサイクル促進事業費［循環資源利用促進税基金］
・漁業系廃棄物の適切な排出方法の普及と漁業におけるカーボンニュートラルを促進

新 北海道ブルーカーボン推進事業費［温暖化防止対策基金、ふるさと寄附］
・藻場等の保全や整備により、環境と調和した水産業を構築

太平洋海域漁業被害広域モニタリング事業費
・被害地域を含む全道の海域でプランクトン種や密度などを測定

太平洋海域漁業被害環境・生態系保全緊急対策事業費
・被害地域における漁場環境の回復に向けた生残ウニの移植などの活動を支援

拡 全国豊かな海づくり大会開催事業費
・令和５年度開催の大会開催経費

⑩快適で住みよい漁村の構築

⑪活力ある漁村の構築
漁港海岸事業（公共）

⑫道民理解の促進
非 もっと知って→もっと食べよう！北海道のさかなたち
・水産業・漁村に対する道民理解促進に向けた出前授業の実施

⑬水産業の振興に関する技術

の向上

拡 ICT技術等を活用したコンブ生産増大対策事業費［地方創生推進交付金］
・ICTを活用した漁場の効率的管理や生産過程の自動化を促進
水産業改良普及指導費
・水産業普及指導員による漁業者への技術普及や担い手の育成

北海道水産業・漁村振興推進計画（第５期）に基づく令和５年度水産関係施策の体系 

【令和５年度の主な施策（令和４年度補正を含む）】 

海洋環境の変化等に対応した漁業生産の早期回復と新たな生産体制の構築 

持続可能で魅力ある漁業経営体の育成と人材確保 

消費者ニーズに合った道産水産物の供給力強化 

水産業を核とした漁村の活性化 

水産技術の向上と道民理解の促進

新：新規、拡：拡充、非：非予算事業 
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【拡充】日本海ニシン栽培漁業定着事業費 

【目的・概要等】 

後志南部及び檜山海域における事業化を目指した種苗生産・放流などの取組が円滑に進められる

よう体制整備を行い、日本海南部海域のニシンの資源造成を図る。 

【事業内容】 

１ 事業概要 

漁獲負担による種苗放流体制を確立するため、漁獲が一定の水準に達するまでの間、町村や漁協

が主体となった種苗生産・放流の取組に対する支援を行う。 

２ 事業主体 

後志南部海域 ： 後志南部地域ニシン資源対策協議会 

檜山海域   ： 檜山管内水産振興対策協議会 

３ 内 容 

後志南部地区 檜山地区 

内 

容 

体制整備（Ｒ５～Ｒ７） 

・種苗生産・放流の取組に対する支援

→種苗生産経費(40万尾分)に補助

［補助率 1/2以内］

・協議会に対する指導

体制整備（Ｒ４～Ｒ６） 

・種苗生産・放流の取組に対する支援

→種苗生産経費(100万尾分)に補助

［補助率 1/2以内］

・協議会に対する指導

【予算額】

予算額（千円） 国 道 その他 開始年度 担当係 

Ｒ５年度 9,279 0 9,279 0 Ｈ26 水産振興課 

栽培振興係 Ｒ４年度 10,398 0 10,398 0 
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Ⅱ 商流
・物流網の整備

Ⅰ 生産の安定化
・輸出品目の拡大

Ⅳ 人材育成・輸出支援体制の強化

Ⅲ 北海道ブランドの浸透
・市場拡大

新規市場に挑戦するための機運の醸成及び輸出に取り組む担い手の育成

安定的な生産・供給体制の
整備と輸出品目の拡大・差
別化の推進

安全・高品質・こだわりの
道産食品を迅速・確実・
低コストで現地に届ける
取組の推進

需要増加が見込まれる品目
や国・地域に対する販路開
拓と輸出支援体制の構築
による新市場の獲得

道産食品輸出額 １，５００億円（推進期間２０１９年～２０２３年）
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